
〒959-2411 新発田市横岡 1147
TEL.0254-20-7393

駅長 五月女奈緒美
道の駅加治川

城下町新発田会会報 第85号
2026 年 6月 30 日

発　行
城下町新発田会
広 報 委 員 会
新発田会 検 索

- 1 -

　城下町新発田会（小野悦男会長）では、5月 23日（土）に東京新潟県人会館・2階ホールにて令和 8年
度の総会・懇親会を開催しました。今回は 25回目となり、記念の年にあたります。
　当日は来賓として、新発田市より渡邉毅副市長、市民まちづくり支援課見田賢一課長、東京新潟県人会よ
り鈴木輝雄副会長と及川恒夫副会長、関西新潟県人会より小谷野達雄会長ご夫妻の 6名が出席、総数 32名
が参加しました。
　小野会長は挨拶の中で、「私共は首都圏に出て来て 50年、60年。本当によくがんばったと思います」と
互いの努力をたたえ、「この会の魅力は、新発田市ゆかりの人達が年代を超えて笑顔で親しく交流ができる
こと。そして、みんながふるさと新発田を大切に思い、いっそうの発展を願っていること」とし、会員のさ
らなる健勝・活躍と新発田市のいっそうの発展を願いました。
　二階堂馨新発田市長は、「城下町新発田会には、首都圏にあって、変わらぬご支援・ご協力をいただいて
います」と感謝を述べるとともに、「新発田市と首都圏の架け橋として、いっそう発展されることを祈念し
ます」とのメッセージを寄せました。

第 25 回城下町新発田会定時総会・懇親会を開催第 25 回城下町新発田会定時総会・懇親会を開催
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国際認証取得圃場で栽培された「越後菅谷産」の
安心・安全なお米を生産・販売いたします

農地所有適格法人
有限会社 アグリ・システム
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新発田台輪 300周年－城下町の誇り、未来へ引き継ぐ伝統
　2026 年、新発田市が誇る
伝統文化「新発田台輪」が運
行 300 周年という大きな節目
を迎えました。新発田台輪の
歴史は享保 11年（1726 年）、
新発田藩6代藩主溝口直治が、
諏訪神社の祭礼をより盛大に
するため、飾り人形を載せた
屋台の運行を奨励したことに
始まります。以来 300 年にわ
たり、市民の手によって守り
継がれてきました。
　新発田台輪は、毎年開催さ
れる「城下町新発田まつり」
の主役です。豪華な彫刻や提
灯で飾られた台輪が城下町を
練り歩き、勇壮な「あおり」
と呼ばれる独特な動きや木遣りの響きが祭りを盛り上げます。その迫力ある姿は、多くの市民にとって故郷
の原風景であり、「台輪の音を聞かないと秋が来ない」と語られるほど生活に深く根付いています。
　300 年という歴史の中で、新発田台輪は戦乱や災害、社会の変化を乗り越え、一度もその歩みを止める
ことなく受け継がれてきました。それは地域の人々の情熱と努力の結晶であり、世代を超えて引き継がれる
新発田の宝です。

　新発田台輪 300 周年は、単なる記念
の年ではありません。先人たちが守り続
けてきた伝統の価値を再確認し、未来へ
引き継ぐ決意を新たにする節目です。城
下町新発田の誇りである台輪は、これか
らも人々の心を結び、地域の歴史と文化
を語り継いでいくことでしょう。
　新発田市では、300 年の熱狂を次世
代につなげるため、寄付金を募っていま
す。集まった寄付金は台輪の修繕費な
ど、文化の保存・継承のために充てら
れます。温かいご支援をお願いいたしま
す。　
　　　（参考：新発田市公式サイト、他）

天皇陛下御即位を祝う国民祭典に新潟県を代表して参加
（2019 年、皇居前）
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　旧新発田商工高校（現新発田商業高校・現新発田南高校）の令和 8年度東京同窓会総会及び懇親会を、
東天紅上野本店にて 6月 6日（土）に開催しました。
　当日は来賓として、商業高校からは山中政一教頭、星野忠太同窓会長、南高校からは星野達哉校長、長谷
川寿一同窓会長、若月学同副会長、小池金一同副会長、小柳徳之常任理事、寒河江美和事務局員、佐藤久同
局員、野口謙一同局員の参加をいただき、総数 30名が出席しました。
　東京同窓会の岡田清隆会長（昭和 47年卒・建築）の挨拶に続き、来賓各位より学校の近況報告やクラブ
活動報告、さらには最近の熊出没状況まで、多様な話題が披露されました。
　その後、小泉雄嗣さん（27年卒・商業）の乾杯の発声で、懇親会がスタート。アトラクションでは、歌

手の澤敬子さん（月岡出身）による
歌謡ショー、会員有志によるカラオ
ケ大会、抽選会などを行い、会は最
高潮に達しました。
　最後には恒例の第二応援歌を、秋
葉要さん（48年卒・商業）のリード
により全員で斉唱。また来年の再開
を誓い、中川清さん（29年卒・商業）
の発声で、三本で締め括りました。2
時間半の懇親会は、盛会のうちにお
開きとなりました。
　この同窓会でも東京新潟県人会と
城下町新発田会への入会を勧めまし
た。多数の入会をいただければ幸い
と思います。
城下町新発田会・幹事長　松川吉男
　　　　　　　　　（43年卒・商業）
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旧新発田商工高校の歴史

旧新発田商工高校  東京同窓会・懇親会を開催

　新発田商工高校のルーツは、1917（大正 6）年創立の「新発田商業学校」にあります。戦時中
には非常措置により「工業学校」となり、戦後は商業科と工業科を併せ持つ「商工高校」として
地域産業を支える人材を育成しました。
　そして、1983（昭和 58）年には商業部門と工業部門が分離され、新発田商業高校と新発田南
高校へ発展しました。
　100 年以上にわたり、下越地域の産業教育を支え、多くの人材を輩出してきた伝統校であります。



産地直送でお米・新潟県産コシヒカリの
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8：00 ～ 21：00美味しいお米を販売
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　先日城下町新発田
会の総会に伺い、皆
さんの新発田への思
いをお聞きし、身近
にありすぎて忘れて
いた新発田の魅力を
思い出しました。自
然豊かで四季折々に
魅力ある皆さんの故
郷新発田へ、機会が
あれば是非お越しく
ださい。

　新発田市の初夏を彩る「しばたあやめまつり」
が 6月 17日～ 28日に開催されました。
　会場である、日本四大あやめ園の一つ「五十公
野公園あやめ園」では、今年も約 300 品種・60
万本のあやめや花菖蒲、カキツバタが咲き誇り、
訪れる人の目を楽しませました。園内には色とり
どりの花が広がり、散策しながら季節の美しさを
満喫できます。
　期間中は各種イベントも行われ、多くの観光客
や市民でにぎわいました。初夏ならではの風情を
味わえる新発田の代表的な花の祭典として親しま
れています。

　　　　　　　　 お城のない城下町
　新潟県人会で隣り合わせた長岡の方。「長岡も
城下町ですが、長岡にはお城がないんです」と
寂しそう。長岡城は「三階隅櫓」をシンボルと
した城でしたが、戊辰戦争の激戦で焼失し、明
治政府の廃城政策もあり、再建されずに姿を消
しました。跡地の上に現在の長岡市の中心部が
発展（ＪR長岡駅周辺など）したため、城の遺
構もほとんど残っていないとのことです。
　改めて新発田城の存在の〝大きさ〟〝ありがた
さ〟を感じた次第です。

編集後記
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総会に初参加しました 「しばたあやめまつり」開催

　城下町新発田会では、随時新規入会員
を募集しています。新発田市にゆかりの
ある方にお声掛けをお願いいたします。

年 会 費：3,000 円　
郵便為替：00130 － 0－ 353560
加入者名：城下町新発田会

会員を募集中

新入会員紹介

見田賢一さん

磯部栄治さん

　この度ご縁を賜
り入会いたしまし
た。長く故郷を離
れておりますが、
望郷の念は今も変
わりません。皆さ
まと交流を深めら
れますことを心よ
り願っておりま
す。よろしくお願
い致します。

新発田市市民まちづくり支援課課長（ ）旧紫雲寺町河岸場出身・在住

（曽根出身）


